
夏休み作品展が行われる
今年、作品作りは、コロナ関連で子どもたちの活動にさまざま

な制約があることを踏まえ、全員の課題としてはいませんでした。

そのような中でも、多くの子どもたちが制作に励んでくれました。

とくに、自由研究では大作が多く、

見通しをもって頑張ったことが伝

わってきました。

※ 保護者の皆様は、「ドロだんご」

を知っていらっしゃるでしょう

か。かつて勤めた学校で、それ

を作ってきたお子さんがいまし

た。黒光りの堅いだんごでした。
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学校教育目標 ゆめにむかって えがおいっぱい みんなでチャレンジ

＜まもなく式典をむかえます＞

創立５０周年記念を全校でお祝いする
式典の会場となる体育館（入口の上部）には、全校児童１５３人のカラフルな手形を押した

「大横断幕」が貼りだされています。きっと、土曜日の記念式典に華を添えるものと思います。

下の画像では、一つ一つが小さ過ぎて見えづらいことと思います。保護者の皆様に披露する機

会は、学習発表会になるでしょうか。自身で記名もしましたので、どうぞ探してみてください。

学校サポート職員の紹介
昨日９月１日から、本校の職員が新たに１名加

わりました。これは、コロナ禍における子どもた

ちの「学びの保障」を進めるために、国及び県が
行っている事業です。

本校には１名が配置となり、週３日間（午前中）

勤務します。主な業務としては、検温等の健康観

察カードの集約、校内の消毒、校務の補助等です。

主にこれまで職員が行っていたこ

とをサポートすることになります。
心強い仲間が増えました。

【紹介】 髙橋 浩（こう）さん
神岡地域に在住

※ 以前、校務員をされた経験があるそうです。

記念キャラクターが
決まりました

前号で３つの候補を紹介しましたが、
職員による投票の結果、５年髙橋結乃さ
んの「つなぐん」に
決まりました。
中仙地域のシンボル
でもある桜をモチー
フに、５０年の歴史
を未来につなぐバト
ンをもつ姿が、記念
キャラクターに相応
しいとの意見が多か
ったです。
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＜表面の画像拡大＞・・・体育館後方に掲示した「大横断幕」です。

横に長い掲示物のため、かなり小さくなっています。

下に、２つに分けたものを掲載しました。

＜５年生＞ ＜３年生＞ ＜１年生＞

＜２年生＞ ＜４年生＞ ＜６年生＞


